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日本国際観光学会御中
JATA/VWC「クルーズ旅行・出張講座」について

平素はJATA /VWC2000万人推進室の諸活動にご協力をいただきありがとうございます。

さてこのたびJATA/VWCでは、今後より一層のクルーズ人口の増加を期し、業界の上級資格であるクルーズ・マスター保持者による、「クルーズ旅行・出張講座」を大学生対象に企画いたしました。

　ご承知のように、日本のクルーズ人口は欧米に比べてまだまだ少なく、高額イメージが先行し、本来のクルーズの楽しみ方や実態が、あまり市場や旅行業界にも伝わっていないのが正直なところです。
是非これから旅行業界を目指される学生のみなさんにも、クルーズ旅行の楽しみ方や実態、マーケティングなどについて、スペシャリストの生の声を聞いていただき、少しでもクルーズ旅行に親しんでいただきたいと考えております。
　つきましては下記要領をご一読いただき、趣旨ご理解の上、この産学協同プログラムへの積極的なご参画をお願い申し上げる次第です。
2009年8月15日

　　　　社団法人　日本旅行業協会　
　VWC2000万人推進室

記

１．テーマ　：　　クルーズ旅行出張講座　「イメージ先行型旅行からの脱皮」
「豪華旅行」というイメージが日本では定着しているため、クルーズ人口が少ないが、実際の旅行代金は普通の旅行と変わらない。欧米では旅行の選択肢の中に必ずクルーズ旅行も入っている。その考え方のギャップについて説明する。　　　　

２．開催目的：　　クルーズ旅行に対する特別な意識、苦手意識の早期克服と理解
旅行会社入社後、各社にて勉強会、資格取得などを推進しているが、旅行の一つの形態として事前に学習をしておくと、クルーズ旅行が特別な旅行、という苦手意識が無くなる。
３．講義内容：　　クルーズの楽しみ、ノウハウ、市場の実態について（90分～120分）

クルーズ旅行の実態（マーケティング）およびクルーズ旅行の楽しみ方、　　　　ノウハウをクルーズ・マスターの有資格者が説明。
　　　　　　　　　＊クルーズ・アドバイザー制度（秋に資格取得試験がある）により、２０００人を超える「クルーズ・コンサルタント」および上級の「クルーズ・マスター」（現３５名）が全国にいる　
　　　　　　　　　＊クルーズ旅行も多岐にわたるため、全３回などシリーズ化での実施も可
４．講師　　：　クルーズ・マスターの有資格者
＊基本的に有資格の旅行会社社員
　
５．実施時期：　　学年末の１月中旬～２月中旬　（ご相談に応じます）
　　　　　　　　　　　　

６．開催場所：　全国各大学（大学、学部は問いません）
　　　　　　　　※主要都市にはクルーズ・マスターがいるため各地での開催が可能

７．費用負担：　講師および派遣旅費交通費、資料はVWCが負担

８．大学側にお願いする事項：聴講生募集、教室、機器類の準備　　　　　　　　

９．本件に関するお問い合わせ先：
社団法人　日本旅行業協会　VWC2000万人推進室

担当：清水　

電話：03－5157-8030

FAX：03-3593-3201

E-Mail：shimizu@jata-net.or.jp
　

以上
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◆日本のクルーズ旅行動向について
１．クルーズ人口　　 ２００８年度　　１９０，０００人

　　(1)　外航クルーズ　　　　　　　　１０３，０００人

　　(2)　国内クルーズ　　　　　　　　　８７，０００人

　　　※２００７年度　　　　　　　　　　１８３，０００人　（▲３．３％）

　特に、外航クルーズにおいては

　　　２００６年度　　８５，２００人　　　（▲　９．４％）

　　　２００７年度　　９６，０００人　　　（▲１２．７％）

　　　２００８年度　１０３，０００人　　　（▲　７．３％）

　　　と着実に増えている。

　⇒　経済に左右されない旅行形態

２．クルーズ方面別
　(1)　アジア地域　３５％　　　３６，０００人　　　※対前年　▲２６％

　　　　　　　⇒　２０１０年日本発着クルーズが登場

　(2)　欧州地域　２９％　　　３０，０００人

　(3)　地中海地域　１０％　　　１１，０００人
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◆クルーズ旅行について
　　　なぜ日本人は「クルーズ旅行」への参加率が低いのか？

１．イメージ

[image: image5.emf]　　(1)　高額商品　　　　　　 ･･･　若者には関係ない？

　　　 　熟年の旅行

[image: image6.emf]　　(2)　船内のランク　　　　 ･･･　船内での区別？

　　(3)　船酔いの心配 　　　 ・･･　乗り物酔いがある

　　(4)　服装の心配　　　　　 ･･･　準備が大変

　　(5) 「暇になってしまう」　･･･　時間の使い方
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２．クルーズ船
　　(1)　「船」の違い

　　　①フェリーと客船

　　　②日本船と外国船

　　(2)　船のランク

　　　①ラグジュアリー

　　　②プレミアム

　　　③カジュアル

　　　⇒　旅行代金にも比例


３．世界の海域
　　※網掛けが海域
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４．船内生活
　　(1)　時間の使い方　　　　　･･･　「船内新聞」

　　　　　※船内ならではのイベント

　　(2)　服装　　　　　　　　　　　･･･　「ドレスコード」

　　　　　※船内は社交界？！

　　(3)　寄港地での過ごし方　･･･　オプショナルツアー

　　　　　※船内貸切？！

５．クルーズ旅行商品

　　(1)　陸の旅行との違い　　 　　 ･･･　旅行代金・商品内容との比較

　　(2)　「クルーズ旅行」の良さ　  ･･･　アピールポイント


基本の「５大質問」をまず理解する


※お客様の心配ごと
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にっぽん丸





ぱしふぃっくびいなす





飛鳥Ⅱ





どのような「クルーズ」を希望されますか？





「日本船」で　「我が家」で　　　　　　　


　　　　　　　　　　過ごすように・・・


「外国船」で　「手ぶらの海外旅行」を


　　　　　　　　　　楽しむように・・・





「ゆったり」と　「ときを愉しむ」旅行を


　　　　　　　　　　　体験してください。
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